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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社の連結子会社である株式会社サニックスエンジニアリングにおいて、特定の従業員により不正行為が行われた事実が

平成25年10月に発覚し、社内調査により、平成25年５月に計上した産業用太陽光発電システム（出力10kW以上）取付施工の

一件について架空売上を計上していたことが判明いたしました。

　また、不正行為発覚後、同社における特定の従業員の契約案件に留まらず、その他の従業員の契約案件についても調査を

進めていたところ、当第１四半期間の売上高の一部について期間帰属が適正でないという不適切な会計処理が行われていた

ことも判明したため、それらが本来処理されるべきであった決算期に遡って決算の訂正を行うことといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成25年８月９日に提出いたしました第36期第１四半期（自　平成25年４月１日　至　

平成25年６月30日）四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４

項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはＸＢＲＬの修正も行いましたので、あわせて修正後の

ＸＢＲＬ形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより、再度四半期レビューを受けており、

その四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

［四半期レビュー報告書］

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

　なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第35期

第１四半期連結
累計期間

第36期
第１四半期連結
累計期間

第35期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 （百万円） 8,822 15,753 43,366

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △115 924 1,788

四半期（当期）当期純利益又は四
半期純損失（△）

（百万円） △170 778 1,575

包括利益又は四半期包括利益 （百万円） △170 776 1,629

純資産額 （百万円） 6,964 9,613 8,837

総資産額 （百万円） 21,472 33,652 29,196

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は１株当たり四半期純損失
金額（△）

（円） △3.58 16.32 33.01

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 32.3 28.5 30.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載して

おりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．第35期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第35期連結会計年度及び第36期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したもの

であります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）におけるわが国経済は、政府による財政や金融

政策への期待から円安、株高が進み、企業収益の改善、個人消費の回復が鮮明となり、一方で新興国の景気減速懸念な

ど不透明な環境が払拭されない中、推移いたしました。

　このような経営環境の中で、当社グループは、平成24年７月よりスタートした「再生可能エネルギーの固定価格買取

制度」により、巨大なグリーンエネルギーマーケットが創出された産業用太陽光発電の普及に向けて、需要を広く喚起

し、経営資源を集中することとし、もう一つの柱である廃プラスチックを加工した再生燃料による発電事業とともに、

当社グループにおける重要な事業の柱にすることといたしました。

　当第１四半期連結累計期間における売上高は、産業用ＰＶ（Photovoltaicsの略）事業部門においては、前第４四半期

連結会計期間に本格的に施工を開始した「産業用太陽光発電システム」が新たに売上に加わり大幅な増収となりまし

た。ＨＳ（ホーム・サニテーション）事業部門は、産業用太陽光に体制シフトを行ったことや、人員を減少させたこと

により、住宅用「太陽光発電システム」が大幅な減収となりました。ＥＳ（エスタブリッシュメント・サニテーショ

ン）事業部門は、ビル・マンション等の事業者向けの「太陽光発電システム」が増収となりました。環境資源開発事業

部門は、「プラスチック燃料収入」が増収となったことや、苫小牧発電所が安定稼働したことにより「売電収入」が増

収となりました。その結果、グループ全体の売上高は15,753百万円（前年同期比78.6％増）となりました。

　利益面では、産業用ＰＶ事業部門は、「産業用太陽光発電システム」の大幅な増収効果により黒字化かつ収益の柱と

なり、ＨＳ事業部門は、住宅用「太陽光発電システム」が大幅に減少したものの、利益率の高い「白蟻防除施工」、

「床下・天井裏換気システム」等の既存商品の構成比が上昇したことにより増益となり、環境資源開発事業部門におい

ては、全分野における増収効果により増益となりました。この結果、グループ全体の損益は、営業利益は965百万円（前

年同期は115百万円の営業損失）、経常利益は924百万円（前年同期は115百万円の経常損失）、四半期純利益は778百万

円（前年同期は170百万円の四半期純損失）となりました。

 

①　産業用ＰＶ事業部門

　当第１四半期連結累計期間においては、前第４四半期連結会計期間に続き、主力商品となった「産業用太陽光発電

システム」の売上高5,695百万円が新たに加わり、また太陽電池モジュール等の部材に係る卸販売が前年同期比

387.7％増となりました。この結果、売上高は7,455百万円（前年同期の売上高は360百万円）となりました。

　営業損益は、大幅な増収効果により、新聞等の広告宣伝費のコストの増加を吸収し、営業利益は554百万円（前年同

期は38百万円の営業損失）となりました。

②　ＨＳ（ホーム・サニテーション）事業部門

　当第１四半期連結累計期間においては、「白蟻防除施工」や「床下・天井裏換気システム」等既存商品は前年同期

比53.2％増となりましたが、産業用ＰＶ事業部門への人員の移行等に伴い「住宅用太陽光発電システム」は前年同期

比79.6％減となりました。この結果、売上高は3,114百万円（前年同期比24.8％減）となりました。

　営業損益は、利益率が高い既存商品の構成比が上昇したことにより、営業利益は601百万円（前年同期比276.7％

増）となりました。

③　ＥＳ（エスタブリッシュメント・サニテーション）事業部門

　ビル・マンション向け建物維持管理等の施工売上は前年同期比でほぼ変わらずとなりましたが、「太陽光発電シス

テム」は、事業所向けに販売を強化、施工体制も拡充したことにより、前年同期比402.6％増となりました。この結

果、売上高は1,196百万円（前年同期比65.4％増）となりました。

　営業損益は、増収効果により営業利益は31百万円（前年同期比175.2％増）となりました。

④　環境資源開発事業部門

　「プラスチック燃料収入」は、搬入量が増加し前年同期比13.6％増となり、「売電収入」は、苫小牧発電所が安定

的に稼働し前年同期比8.6％増となりました。「有機廃液処理」は、搬入量が増加し前年同期比7.1％増となりまし

た。この結果、売上高は3,986百万円（前年同期比10.8％増）となりました。

　営業損益は、全分野の増収効果による生産性の向上とコスト低減により、439百万円（前年同期比49.2％増）となり

ました。

 

(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は33,652百万円となり、前連結会計年度末比4,455百万円増加しました。主な要

因は、受取手形及び売掛金、原材料及び貯蔵品の増加によるものであります。負債合計は24,039百万円となり、同3,679

百万円増加しました。主な要因は、支払手形及び買掛金、短期借入金の増加によるものであります。純資産合計は9,613

百万円となり、同775百万円増加しました。主な要因は、四半期純利益778百万円を計上したためであります。

　その結果、自己資本比率については、前連結会計年度末30.2％に対し、当第１四半期連結会計期間末は28.5％となり

ました。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。財務面におきましては、引き続き、取引銀行への情報共有化による関係強化を図ることで良好

な関係を構築してまいります。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、43百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）生産実績

　当第１四半期連結累計期間において、生産実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（百万円） 前年同期比（％）

産業用ＰＶ事業部門 1,084 －

　（注）１　金額は、製造原価によっております。

２　産業用ＰＶ事業部門における生産高は、提出会社で生産する太陽光発電施工に係る部材の一部と連結子会社善日

（上海）能源科技有限公司で生産する太陽光発電モジュールであります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(6）受注実績

　当第１四半期連結累計期間において、受注実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％） 受注残高（百万円） 前年同期比（％）

産業用ＰＶ事業部門 7,914 － 459 －

　（注）１　産業用ＰＶ事業部門については、契約書締結（卸販売の場合は注文書受付）から着工（卸販売の場合は発送）ま

で短期間であることから、受注高は販売実績に加えて施工中物件の契約金額を、受注残高は施工中物件の契約金

額を記載しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(7）販売実績

　当第１四半期連結累計期間において、販売実績について著しい変動があったものは、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

産業用ＰＶ事業部門 7,455 －

ＥＳ事業部門 1,196 165.4

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(8）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループを取り巻く事業環境は、地球温暖化対策やリサイクルをはじめとする環境保全への意識はもとより、再

生可能エネルギーに対する関心も高く、企業の果たすべき役割が高まる状況にあります。また、消費者の業者選別志向

の高まりを受けて、商品力や顧客対応力において、質の高い企業姿勢が求められております。

 

　当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、依然として厳しい経営環境が続くものと予想されるな

か、顧客重視の視点でサービスや技術力を向上するとともに、マーケットを創造し、かつ潜在的なニーズを顕在化させ

ることで、積極的に「エコビジネス」を展開してまいります。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正

後の四半期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、四半期レビュー報告書を受領

しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,559,160 3,556,666

受取手形及び売掛金 7,356,616 8,497,998

商品及び製品 60,036 82,735

未成工事支出金 260,009 374,379

原材料及び貯蔵品 2,577,620 5,374,130

その他 980,185 821,536

貸倒引当金 △142,104 △154,314

流動資産合計 14,651,525 18,553,133

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,890,399 1,869,891

機械装置及び運搬具（純額） 557,997 565,437

土地 8,889,529 8,889,529

その他（純額） 988,192 1,602,164

有形固定資産合計 12,326,117 12,927,021

無形固定資産   

のれん 625,370 597,368

その他 60,123 59,258

無形固定資産合計 685,493 656,627

投資その他の資産 1,533,173 1,515,329

固定資産合計 14,544,785 15,098,977

資産合計 29,196,310 33,652,110
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,459,789 7,399,383

短期借入金 3,338,000 4,392,000

未払金 3,166,433 3,541,320

未払法人税等 362,883 353,925

引当金 83,018 31,095

その他 2,462,943 2,724,471

流動負債合計 14,873,068 18,442,197

固定負債   

社債 50,000 50,000

長期借入金 2,819,551 2,899,952

退職給付引当金 1,419,934 1,431,234

役員退職慰労引当金 179,756 180,131

処分場閉鎖費用引当金 373,699 388,561

その他 643,103 646,958

固定負債合計 5,486,044 5,596,838

負債合計 20,359,113 24,039,035

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,041,834 14,041,834

利益剰余金 △3,733,267 △2,954,601

自己株式 △1,610,889 △1,611,018

株主資本合計 8,697,677 9,476,214

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 78,147 74,590

為替換算調整勘定 32,356 33,594

その他の包括利益累計額合計 110,503 108,185

少数株主持分 29,016 28,675

純資産合計 8,837,197 9,613,075

負債純資産合計 29,196,310 33,652,110
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

売上高 8,822,722 15,753,312

売上原価 6,268,556 11,121,852

売上総利益 2,554,166 4,631,459

販売費及び一般管理費 2,669,741 3,665,591

営業利益又は営業損失（△） △115,575 965,868

営業外収益   

受取利息 1,406 1,298

受取配当金 8,676 4,628

受取地代家賃 17,017 18,760

その他 15,333 18,628

営業外収益合計 42,433 43,315

営業外費用   

支払利息 41,895 42,557

支払手数料 17 18,861

為替差損 － 22,218

その他 753 616

営業外費用合計 42,666 84,255

経常利益又は経常損失（△） △115,808 924,929

特別損失   

固定資産除却損 503 －

特別損失合計 503 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△116,312 924,929

法人税、住民税及び事業税 51,664 149,527

法人税等調整額 3,059 △2,923

法人税等合計 54,723 146,604

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損
益調整前四半期純損失（△）

△171,036 778,324

少数株主損失（△） △419 △340

四半期純利益又は四半期純損失（△） △170,617 778,665
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損
益調整前四半期純損失（△）

△171,036 778,324

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 833 △3,557

為替換算調整勘定 － 1,238

その他の包括利益合計 833 △2,318

四半期包括利益 △170,203 776,006

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △169,784 776,346

少数株主に係る四半期包括利益 △419 △340
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【注記事項】

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

産業用ＰＶ事
業部門

ＨＳ事業部門 ＥＳ事業部門
環境資源開発
事業部門

合計

売上高        

外部顧客への売上高 360,859 4,140,839 723,326 3,597,698 8,822,722 － 8,822,722

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 360,859 4,140,839 723,326 3,597,698 8,822,722 － 8,822,722

セグメント利益又は損失
（△）

△38,418 159,565 11,468 294,409 427,026 △542,601 △115,575

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用542,601千円であり、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

産業用ＰＶ事
業部門

ＨＳ事業部門 ＥＳ事業部門
環境資源開発
事業部門

合計

売上高        

外部顧客への売上高 7,455,485 3,114,760 1,196,598 3,986,467 15,753,312 － 15,753,312

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 7,455,485 3,114,760 1,196,598 3,986,467 15,753,312 － 15,753,312

セグメント利益 554,727 601,158 31,560 439,320 1,626,765 △660,897 965,868

　（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用660,897千円であり、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前第４四半期連結会計期間から、産業用太陽光発電システムの販売が大幅に増加したことに伴い、事業セグメ

ントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「ＨＳ（ホーム・サニテーション）事業部門」、「ＥＳ（エ

スタブリッシュメント・サニテーション）事業部門」及び「環境資源開発事業部門」に加えて、「産業用ＰＶ

（Photovoltaicsの略）事業部門」を新しい報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期
純損失金額（△）

△３円58銭 16円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
（千円）

△170,617 778,665

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損
失金額（△）（千円）

△170,617 778,665

普通株式の期中平均株式数（株） 47,709,362 47,708,927

　（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
   
 

 平成25年11月12日

株式会社サニックス

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人　トーマツ  

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 青野　　弘　　印  

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　宏治　　印  

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サニッ

クスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サニックス及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成25年８月８日に四半期レビュー報告書を提出した。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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